
令和８年度 第１回運営推進会議 議事録 

 

 

事業所名（種別） 光が丘ライフプラザ（種別：看護小規模多機能型居宅介護） 

所在地 練馬区光が丘 2-11-1 光が丘医療福祉プラザ 1階 

開催日時 令和 8年 5月 27日 水曜日  14：00 ～ 15：00  

開催場所 慈誠会・光が丘病院 大会議室 地下 1階 

 

出席者内訳 
利用者家族  3名 

N様（N様次女様） H様（H様長女様） 

Y様（I様 義妹様） 

民生委員・町会役員・

地域代表等 
4名 

F様（光が丘地区民生児童委員協議会 会長） 

I様（光が丘地区民生児童委員） 

K様（光が丘第二自治会会長） 

K様（光が丘ボランティアの会 会長） 

練馬区・地域包括支

援センター職員等    
1名 A様（光が丘地域包括支援センター） 

事業所職員 3名 管理者、介護責任者、計画作成担当者 

議題 
※別紙での説明がある

場合は、「別紙のとお

り。」と記載すること

で省略可能。 

別紙のとおり。 

報告内容 
※別紙での説明がある

場合は、「別紙のとお

り。」と記載すること

で省略可能。 

サービスの利用方法の確認 

他、別紙のとおり。 

 

 

出席者からの評価 在宅サービスの中で看多機のサービスを理解している人が少ない。(A様) 

利用者の家族や地域住民が交流する場が少ないので、このような会議に参加

できるのは貴重である。(K様) 

初めての介護サービスの利用、分からないことが多く言われるがままに準備

をして、看多機を利用している。色々不安だったが、他の家族の話を聞くこ

とができ、会議に参加してよかった。(I様) 

要望、意見および 

助言と事業所の回答 

病院を退院し、看多機のサービスを利用したが、衰えていくかと思ったら、

元気になり、いいことだけど在宅復帰するか悩んでいる。(N様) 

家に帰れていないストレスからか、元気がなくなっている。在宅へ戻る予定

をしているが、準備中の段階である。(H様) 

→看多機は在宅生活を維持するためのサービスです。選択はご利用者、ご家

族であり、24時間の中での在宅サービスの組み合わせ利用を提供します。 

サービス利用後も疑問に思うことや情報を新たに知りたいことがあれば、包

括に相談してください、どこの包括でも相談可能です。(A様) 

障害の方が空床利用として急な利用は可能か(I様) 

→空いているお部屋があれば受入れ可能です。 

医療ニーズが高い利用者の利用は受入れ可能か(K様) 

→日中であれば看護師が在中しています。 

 

次回の開催予定 日時：令和 8年 7月下旬頃 開催予定 

場所：慈誠会・光が丘病院 会議室 


